宮崎県こどもエコチャレンジ推進事業実施要綱

第１号様式（第５条関係）

　

平成　　年　　月　　日　

こどもエコチャレンジ推進事業実施申込書

宮　崎　県　知　事　 殿　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　施設名
代表者名　　　　　　　　　　　　　印
こどもエコチャレンジ推進事業を実施したいので、こどもエコチャレンジ推進事業実施要綱第５条の規定により申込みます。

記

	申　込

施　設
	名　称
	社会福祉法人○○　○○保育園※正式名称を記載してください。
Tel ○○○○－○○－○○○○　Fax ○○○○－○○－○○○○
E-mail　○○○＠○○○.○○.○○

	
	住　所
	〒○○○－○○○○
○○市○○町○－○○

	
	担当者名
	　○○　○○

	こどもの数
	
	未就学児
	
	就学児
	合　計

	
	３歳以下
	４歳
	５歳以上
	
	　　　

９０

	
	　　２０
	　３０
	　４０
	
	

	これまでの環境教育の

取組状況
	・節水、節電
・ごみ拾い

・リサイクル活動

※環境活動を意識しているかは問いません。

※無い場合は「無」と記入してください。

	本事業を通じての具体的な目標及び基本的な考え方
	・子どもたちに環境活動に対して関心を持ってもらいたい。
・物や命を大切にする心を大切にしてもらいたい。

・


計画している活動内容

	事業内容
	実施時期
	実施場所
	活動内容

	清掃活動
	　年間
	園周辺
	・園外保育時にごみを拾いながら歩き、持ち帰ったごみは分別して捨てることを学ぶ。

	環境教育
	５月
１０月
	園内
	・環境に関する紙芝居の読み聞かせや、絵本を使って、環境問題を園児に分かりやすく伝える。
・運動会で親子エコ競技（分別ゲーム）を行う。

・講師を招き、リサイクル工作や講話を聞いてエコについて学ぶ。

※参考【出前講座・環境保全アドバイザー制度】

県環境情報センターにお問い合わせいただければ、環境情報センターの出前講座や講師の派遣を無料で行います。

ぜひ活用してください！

	　野菜作り
　たい肥作り
	　通年
	　園内
	・園の畑、プランターに野菜の種や苗を植え、成長過程を観察する。
・野菜の栽培や収穫を通して、食べ物の大切さを学び、収穫後は園で食べる。

・野菜くずや落ち葉を利用したい肥を作る。

	　施設見学
	　９月
	　園外
	・ごみ処理場やリサイクルセンターを見学し、自分たちの出したごみがどうなるか、資源の大切さなどを学ぶ。

	園だよりの
発行
	　通年
	　園内
家庭・地域
	・保護者や地域の方々に向けて、子どもたちの取組を園だよりで紹介する。

	活動発表
	１２月
	　園内
	・園として取り組んできたことや子どもたちが感じたことを発表できる場を設ける。
・保護者への啓発も行うため、講師を招いて研修会を実施する。


＊　補足資料があれば添付してください
PAGE  

